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巻頭言

　徳島大学蔵本キャンパスに揃う生命科学の研究組織を統合した大学
院HBS研究部が開設されてから１０年になります。現在、医学、歯学、薬
学、栄養、保健系の５教育部を擁し、研究大学としての位置づけを明確
にした徳島大学の中核組織として、また、全国的にも類をみない存在

感のある生命科学の総合研究拠点として、学内外で認知されています。
　このHBS研究部では学部横断的に、大学院生教育や研究で５教育部共同の事業が定期的に開催さ
れ、いくつかの先進研究も行われるようになりました。例えば教育面では、医療教育開発センター
を中心に、大学院講義の他教育部への開放、あるいは共同してサマープログラムや小豆島リトリー
トなどを開催するなど、共通化・共同化事業が行われています。また研究面では、総合研究支援セ
ンターを中心に、先端研究に関する大型機器やイメージング機器の整備、実験動物に関する管理や
研究方法の研修など、共同して研究環境の整備を図り、研究協力できる体制の構築が進んでいます。
　確かに、教育や研究環境整備ではそれなりの成果を出しており、統合の価値はあったと思います。
この点に関しては、研究部の教員、職員、学生の皆さんの不断の努力に感謝したいと思います。しか
し一方で、少子高齢化の中で大学間競争激化、予算・教員数削減、さらに法人統合化の問題など、
現状には難問が山積しているのも事実であり、今の統合のスピードで本当に将来の発展を約束でき
るのかについては大きな疑問が残るように思います。HBS研究部がこれからも発展し続けるために
は、国際化と組織改編が不可欠と思いますが、これらについてはけっして順調には進んでいないと
感じています。
　現在、現安倍政権下で国立大学改革プランが示され、徳島大学もそれに沿って徳島大学改革プラ
ンを検討しています。その中での検討課題として組織改編とグローバル化がキーワードになりま
す。HBS研究部の組織改編、疾患酵素学研究センター、疾患プロテオゲノム研究センター、藤井節郎
記念医科学センターの３センターを統合して、より先端的、効率的な研究センターの新設が企画さ
れています。競争に勝てるHBS研究部へと発展させるためには、時代に即した優秀な研究者を集め
る必要があり、それには大胆な戦略のもと将来を睨んだ組織改編が必要です。もちろん、大胆な組
織改編は痛みを伴い血を流すことになりますが、この最も重要な課題を避けずに取り組む勇気が必
要な時期に来たのではないでしょうか。そこで、平成２６年度中に、ヘルスバイオサイエンス研究部
の名称変更、分かりにくい講座、分野の括りを見直してより機能的で実質的な改編を行い、大胆で先
進的な研究ができる体制を整えたいと思います。
　また、これからスーパーグローバル大学が選定されますが、徳島大学が研究大学として国内外で
高い評価を得られ続けるためには、国際的に活躍する先進的でチャレンジ精神に富む研究者を育成
し、より高い成果を挙げて行くことが求められていると考えます。しかし、現状の留学生の受け入
れや学生や研究者の海外への挑戦状況は十分とは言えません。そのために、遅れている国際化を加
速させる必要があります。これは待ったなしです。
　開設１０年を機に我々はHBS研究部統合の成果を問わねばなりません。そして、HBS研究部が出発
の精神に立ち返り、戦略をもって国際化と組織改編を加速させなければなりません。今がその時期
であり、次期中期計画期に研究大学として生き残るには先送りできません。進めて行こうではあり
ませんか。もちろん、これには大きな痛みを伴う覚悟をしなければなりません。そのために皆さん
の多大なご支援が必要です。ご協力のほど何卒宜しくお願いします。
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　農研機構とは独立行政法人農業・食品産業技術総合研究
機構の略であり、２００１年農林水産省に属する試験研究機関
のうちの主要な１２機関が整理統合して発足した独立行政法
人である。ただし、企画及び監督を行う機関である農林水
産技術会議は農水省内に置かれている。本プロジェクトは
平成２４年度補正予算により農研機構に予算措置された３年
間（平成２５－２７年）の委託研究である。現状では、食と健
康に関心をもつ消費者のニーズにマッチした農林水産物・
加工品の国内外での安定的な供給システムが確立されてい
ないことから、①健康上リスク低減の効果がある農林水産
物・加工品の開発およびそれらの流通技術を確立し、②医療
機関と連携して、農林水産物・加工品の健康影響を評価する
とともに各人への提供システムを開発することが目的であ

る。いいかえると農林水産物がもつ生理機能性のエビデン
スをヒトで確認するとともに、実用化への道筋をつけると
いうことになる。本プロジェクトは外部公募研究課題と直
轄研究課題に分けて公募された。外部公募研究課題は各省
庁のプロジェクト公募と同様に一般的な審査を経て競争的
に採択されるが、直轄研究課題は農林機構が直接実施する
課題のうち、一部の研究開発を外部研究機関から募るもの
である。したがって、研究テーマは公募時点で決定してお
り、農研機構の実施機関と予め協力研究体制を構築してい
なければならない。さて、７月に発表された採択結果では、

外部公募研究の応募６８課題のうち、６課題が採択された。
そのテーマはカロテノイドと抗メタボ食（京都府医大他）、
野菜ゴーヤの商品化技術（サントリー他）、抗酸化物質と睡
眠改善（東京医大他）、２１世紀型食の機能解析技術（東大他）、
セロトニンの抗肥満作用（東北大他）、テーラーメード機能
性弁当の供給システム（リバネス㈱他）である、一方、直
轄研究課題では、高アミロース米、高β―グルカン大麦、表
面研削玄米、ダッタンソバ、β―コングリシニン高含有ダ
イズ、ケルセチン高含有タマネギ、カンキツのβ―クリプ
トキサンチン、高カテキン緑茶などが研究素材として指定
され、農研機構と外部研究機関とのマッチングにより、１２
の研究課題が採択された。採択された私の研究課題は食品
総合研究所とのマッチングによるものであり、岐阜大学医
学部や岐阜県・鹿児島県の農業技術センターなどが参加し
ている。タマネギは国内生産量第３位の主要な野菜であ
り、特徴的に含まれるケルセチンの生理機能が注目されて
いる。農研機構ではすでにケルセチン高含有タマネギ品種
の育成に成功しており、その有効性を明らかにしようとい
うのが目的である。ヒト介入試験により、認知機能や生活
習慣病改善効果を検証して栄養指導に導入可能なメニュー
を開発するとともに、安定供給のための栽培条件を確立す
ることも課題である。大変盛りだくさんであるが、私に与
えられた課題は、ケルセチンの生体利用性を高めるタマネ
ギ調理加工法を提案することである。医科栄養学科にふさ
わしいテーマとして、疾患治療栄養学分野（濵田康弘特任教
授）と協力して研究を進めている。本プロジェクト全体の
最終的な出口となるのは中高年にやさしい健康弁当をオー
ダーメードで提供することと聞いている。なにはともあ
れ、各方面からのご支援をよろしくお願いします。

農研機構「機能性をもつ農林水産物・食品開発プロジェクト」
－認知機能障害予防作用をもつケルセチン高含有タマネギの栽培技術および加工食品の開発―

食品機能学分野　寺　尾　純　二　　
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　私たちは「機能性宇宙食研究会」というものを立ち上げ、
おおよそ１０年前より無重力環境における宇宙飛行士の問題
点を機能性食品により予防しようと研究を進めてきた。機
能性食品とは、文部省（現文部科学省）特定研究「食品機
能の系統的解析と展開（１９８４～１９８６年）」において、世界で
初めて日本で定義された概念である（今回我々の研究グ
ループに参加している阿部啓子教授らが提唱した）。生体
防御、疾病の予防、疾病の回復、体調リズムの調節、老化
抑制などの機能など体調の調節機能（第３次機能）を有す
る食品を「機能性食品」とした。この機能性食品を宇宙食
に特化したものを機能性宇宙食と呼んでいる。
　本研究では、宇宙環境による大きな４つの問題点、①骨
量減少、②筋萎縮、③酸化ストレスと　④味覚異常に対す
る栄養学的な対処法、つまり機能性宇宙食を考案する（下図
参照）。①は国立健康・栄養研究所の石見佳子先生を中心
に、大豆イソフラボンの骨量減少に対する抑制効果を、②
は私、徳島大学大学院HBS研究部生体栄養学分野の二川を
中心に、大豆蛋白質の筋萎縮抑制効果を、③は同じく徳島
大学大学院HBS研究部食品機能学分野の寺尾純二教授を中
心に、無重力環境や放射線により生じる酸化ストレスに対
する抗酸化栄養素の効果を、④は無重力環境で生じる味覚
異常のメカニズムを東京大学農学部の阿部啓子教授を中心
に解析する予定である。さらに、JAXAの東端晃研究員に
よるJAXAとの連携、情報交換により、国際宇宙ステーショ
ンに長期滞在する宇宙飛行士を対象に新規機能性食材によ
る世界初の介入試験の実施を目指している。
　非常にありがたいことに、このような研究費を獲得した
ことがきっかけで、徳島大学宇宙食研究グループは、JAXA
の向井宇宙飛行士らの宇宙医学生物学研究室のグループと
ESA（ヨーロッパ宇宙機構）のBrown博士らの研究グルー
プとの間で、「宇宙栄養学」に関する非常にGlobalな共同研
究を行うことになりそうである。今年の７月上旬、Brown
博士らが徳島にお越しになることになり、キックオフミー
ティングとしてシンポジウムを開催する予定である。
　手前味噌であるが、栄養生命科学教育部（医学部栄養学

科）は小さいながらもその小回りの良さを生かして、臨床医
学（医科栄養学科への改組）だけでなく、基礎研究にも全
力で取り組んでいる。このようなことが可能であるのも、
栄養生命科学教育部に多くの優秀な大学院生が集ってきて
くれた結果だと感謝している。その伝統を絶やさぬよう私
たち教員は立ち止まらず前に向かって進んでいかなければ
ならない。若い大学院生も君たちの成果として得たこのよ
うな競争的資金を利用して、高い志を持って世界に望んで
ほしい。
　最後に、この原稿を引き受けた直後、私の恩師である勝
沼信彦先生の訃報が届いた。勝沼信彦先生の（自称）最後
の弟子である私は、大きな研究費や論文に採択されたり、
逆に壁にぶち当たったりする度に、勝沼先生に報告してき
た。「お前はようやっとる。」とのお褒めの言葉や「まだま
だやなあ。」との叱責の言葉を頂戴するたびに、次への研究
への意欲をかき立ててきたのである。もう、真剣に私を褒
めてくれる人、しかってくれる人がいなくなることがこん
なにもつらいことだとは思わなかった。勝沼先生の最後の
弟子として、恥ずかしくないような研究/教育人生を送るこ
とが、勝沼先生への最後の恩返しと思いつつ筆をおく。（勝
沼先生への追悼文は、日本病態プロテアーゼ学会の学会誌
に投稿した。機会があればお読みいただきたい。）

　我が国の医療機器産業は、年間約６千億円の輸入超過が
続いており、日本が誇る中小企業の「ものづくり技術」が
活かしきれていない状況にあります。課題解決型医療機器
等開発事業は、経済産業省が厚生労働省及び文部科学省と

連携し、優れたものづくり中小企業等と医療機関等との医
工連携により、医療現場のニーズに応える医療機器を開発
することによって、我が国の医療の質を向上し、ものづく
り産業の新たな事業分野の開拓を目標とする委託事業で

宇宙科学技術推進調整委託費に採択されて
～徳島大学医学部栄養学科を機能性宇宙食開発のメッカに～

生体栄養学分野　二　川　　　健　　

平成２５年度課題解決型医療機器等開発事業
「難治性胸腹水の外来治療を可能とするモバイル型胸腹水濾過濃縮用装置の開発」

地域総合医療学分野　岡　久　稔　也　　
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す。４年目となる平成２５年度は１５４件の応募があり、我々の
事業を含め１３件が採択されました。
　今回の事業では、３年間（申請額２億２千万円）で胸腹
水濾過濃縮再静注療法（CART）の胸腹水処理を自動で行
う装置を開発します。CARTは、肝硬変や癌性胸腹膜炎に
よる難治性胸腹水に対し１９８１年に保険適応となった確立し
た治療法です。しかし、治療時間が長く入院が必要なこと、
濾過濃縮処理が煩雑であるため十分に行われていません。
癌患者数は増加傾向にあり、その８割が化学療法を受けて
います。外来化学療法は年々増加し、現在では化学療法の
半数以上は外来で行われており、胸腹水の外来治療の必要
性が今後益々高まります。そこで、治療時間を半減して外
来治療を可能とする安全で簡便に使用できる安価な新しい
CART専用装置を開発します。
　事業管理機関である㈱タカトリは、「創造と開拓」が社是
です。創業以来繊維機
械メーカーとして成長
し、半導体、液晶分野
への参入を果たしまし
た。特に、マルチワイ
ヤーソーはＬＥＤ分野
で高く評価され世界
シェアの９０％以上を占
め、平成２４年度の経済
産業省ものづくり日本
大賞特別賞を受賞しま
した。平成２３年より医
療機器分野の新規参入

を開始し、本社は奈良県ですが徳島県ＬＥＤバレイ構想の
参画企業として平成２４年に徳島研究所を開設しました。木
内陽介名誉教授のご紹介でお会いした翌日には申請の合意
をいただき、その判断の速さと確かな技術力に加え、「中小
企業であることに誇りを持っています。」とおっしゃった担
当者の言葉が心に残っています。
　現在、装置の開発は、徳島大学藤井節郎記念医科学セン
ター４階のモバイルカート研究室で、「集中研」方式で行っ
ています。米国テキサスメディカルセンター内のベイラー
医科大学人工臓器開発センター（能勢之彦研究室）での留
学経験を活かし、企業と大学（医学・工学）のメンバーが
机を並べて、医療機器の研究開発を続けています。
「Steady & Speedy」を合言葉に、皆で力を合わせ、現場の
声を取り入れた世の中の役に立つ新しいCART装置を医療
現場に届けることを目指しています。

　第１０回のHBS公開シンポジウムは歯学系の担当で、平成２５年１１月１２日（火）午後１時３０分から５時４５分まで、長井
記念ホールにおいて、「再生医学研究の現状と臨床応用への課題」というテーマで開催した。参加者は教職員・学部学
生・大学院生・その他、総勢１５５名であった。市川哲雄歯学部長の開会の挨拶、野地澄晴副学長の挨拶に続いて、一般
講演として、HBS（医学系）の先山正二先生には「肺の再生をめざして：現状と課題」、HBS（歯学系）の三好圭子
先生には「口腔粘膜線維芽細胞を用いた疾患iPS細胞の樹立と今後の展望：口腔から再生医学・再生医療をめざして」、
HBS（薬学系）の伊藤孝司先生には「希少疾患に対するiPS創薬の実現を目指して：神経難病患者由来iPS細胞を利用
する治療薬開発へのアプローチ」、ソシオテクノサイエンス研究部の大政健史先生には「セル＆ティッシュエンジニア
リング：細胞から組織へのネットワーク」という演題で、再生医学研究の実施状況と課題について講演を行って頂き、
各先生方の先端的研究が熱い口調で報告された。先生方の
講演から、再生医療につながる再生医学研究領域の幅の広
さを実感することができた。また、京都大学iPS細胞研究
所副所長の中畑龍俊教授に「iPS細胞を用いた今後の医療」
という演題で、特別講演を行って頂いた。iPS細胞研究の
歴史から、中畑研の研究成果、現在の世界的な研究状況、
そして今後の方向性について、大局的見地から分かりやす
く説明して頂いた。質疑応答の際には、歯学部３年生か
ら、質問が出たが、それに対し、丁寧に説明をして頂いて
いた様子が印象に残った。近い将来、徳島大学で再生研究
分野の人材が育っていくことが期待できると感じられるシ
ンポジウムとなった。

　第10回HBS公開シンポジウム報告
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分子医化学分野　野　間　隆　文　

中畑龍俊先生と学内講演者の先生方を囲んでの記念撮影
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　２０世紀は、結核、肺炎などの感染症克服の時代であった
のに対し、２１世紀は、多因子性難治性疾患克服の時代では
ないかと考えます。２０世紀後半から受容体を標的とする治
療薬が難治性疾患の治療薬として爆発的に開発され、生活
の質の向上と長寿がもたらされました。これほど功績の
あった受容体標的治療薬ですが、難治性疾患の満足のいく
改善にはまだ不充分であり、新規治療薬開発のための分子
標的の同定が必須ではないかと考えられます。
　これまでの経験から、病理学、薬理学、生化学、分子生
物学などの研究領域に加え、生薬学、有機化学を加味する
ことにより、新たな研究戦略を進展させることが可能であ
ることが分かりました。

　分子難治性
疾患学分野で
は、ア レ ル
ギー疾患の新
規の病理機構
解明を行い、
その機構から
新規アレル
ギー疾患治療
薬を開発する
ための創薬ターゲットの同定を目的としております。更
に、アレルギー疾患の症状発現に関与する病理シグナル
が、他の難治性疾患においても作動していることから、新
たな疾患論を発展させる糸口を見いだしております。今
後、難治性疾患の新規分子病理機構解明を行い、天然物医
薬の疾患に対する有効性の伝承を利用して、新規治療薬の
分子標的同定の研究を進展させたいと考えております。

　がんと代謝学分野は、製薬企業２社と連携し、がん分野
における新薬および治療法の開発研究を行うことを目的と
して、平成２５年１１月１日に徳島大学初の共同研究講座とし
て藤井節郎記念医科学研究センター施設内に開設されまし
た。英名は“Department of Cancer Metabolism and Therapy 
（DCMT）”で、がんの代謝制御に係る新薬、既存抗がん剤
のDDS製剤化に係る共同研究を行っております。
　抗体医薬や分子標的薬が華々しく登場し、延命を含む奏
効率は向上しましたが、がんは未だ主たる死因の一つで
あって、画期的な治療薬、治療法の開発が待望されていま
す。本共同研究講座では、徳島大学が有する薬物動態制

御・DDS（操薬）、レギュラトリーサイエンス（GLP、GMP、
CMC）に係る技術ノウハウを基盤として、がん患者さんに
優しい治療薬、治療法の開発を目指し、製薬企業とともに
出口（臨床応用）を見据えた実践的な共同研究を進め、徳
島発の新薬の創製を目指して参ります。

　地域総合医療学分野は、愛媛県四国中央市川之江町の四
国中央病院の診療支援を行いつつ、総合医療学及び地域医
療学に関する研究並びに医学生や若手医師等の教育を行い
ます。地域医療で求められる医療提供体制を維持し、医療
レベルを向上するととも
に、将来を担う総合的な
診療を行うことのできる
人材の育成を目指しま
す。四国中央病院は、公
立学校共済組合員のため
の職域病院として設立さ
れ、内視鏡検査を含めた
総合内科的研修が可能
な、若手医師にとって人

気のある地域の中核病院でした。しかし、臨床研修医制度
導入後の医師不足によって深刻な影響を受け、特に内科は
医師数が激減し危機的な状況にあります。当分野では、２
名の特任助教と一緒に色々な方々と力を合わせ、問題点を
抽出して創意工夫を重ねることによって改善します。さら
に、医工連携、産学連携研究によって診断、治療、教育シ
ステムを構築し、患者さんや家族の立場に立った安全で安
心な質の高い医療を提供することのできる、「医療人とし
ての心」を持った活気溢れる明るい人材の育成を行います。

◆ 新分野紹介 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

分子難治性疾患学分野
特任教授　福　井　裕　行　　

がんと代謝学分野
教授　石　田　竜　弘　　

地域総合医療学分野
特任教授　岡　久　稔　也　　

内視鏡研修（四国中央病院） ミーティング（徳島大学） 医工連携・産学連携研究

General Medicine Community Health Science
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　● 旬の研究紹介

　ご紹介する内容は、今後の科学界のトレンドとなる内容です。それは、新時代のデータ解析方法であるデータマイニング
手法を使った医療データの解析（Clinical Data Mining）です。世界は情報化により、秒単位でデータが蓄積され、ビッグデー
タ（多様で大規模なデータ）と呼ばれています。Face bookやTwitterの文字情報、また、携帯の位置情報や売り上げデータ
などの数字情報をいろいろな数学的手法を使い、目的とする情報を推理することが可能となっています。例えば、あるユー
ザがインターネットを検索すれば、その情報を元に、求めているものを提案できますし、Twitterの分析により、人気の出
るポップグループ名が推定できます。こういった分析方法はヒューリスティック（heuristic）－発見的方法－と呼ばれます。
数学的なロジックにより、「最適と思われる解」を真っ暗な?（多次元）空間の中で、うろうろ（多数回の計算）しながら、
解を探していくわけです。では、統計的検定とどういう風に違うのでしょう。それは、「仮説を置かない」という点です。統
計的検定では、帰無仮説（否定するための仮説）を設けて、それをある確率で否定できるかどうかを統計的手法で検証しま
すが、データマイニングには「仮説の検証」がありません。また、仮説は経験や知識に基づくため、本当のデータの姿を見
失う可能性もあります。
　数十年前から、データの中にある関連や規則性を求めるための機械学習（machine learning）と言われる数学的手法が開
発されていましたが、数多くの計算回数が必要なため、その適応が限られていました。ここ１０年程のハードウエアの性能向
上により、大きなデータ量でも計算可能になってきました。データマイニングでは、多数回の論理的な計算を行い、データ
間の「数学的距離」とか「情報エントロピー」（物事が生じる不確かさ）に基づいて、その差異を見つけ、データ構造を推測
していきます。そして、得られた結果を視覚化すれば、その関係が直感的に明らかになります。その方法には、いくつかあ
り、決定木分析（decision tree）、ニューラルネットワーク（neural network）、SVM（Support Vector Machine）、 ベイジ
アンネットワーク（Bayesian network）ほかたくさんありますが、医療では決定木分析が良く使われます。「if ～then ＊
（ある条件なら＊である）」構文でその計算過程を示すことができ、直感的で分かりやすいからです。決定木分析は、直線回
帰の代わりに階段状の回帰を行うことと同じです。ニューラルネットワークやSVMはなぜそのような結果になるのか、計
算過程の説明が困難ですが、高次元での計算のため、目的変数の分離性能が高くなります。
　決定木分析を使った脳外科との共同研究で、問診票から脳動脈瘤の破裂予測を行えることやエジプトの医科大学との共同
研究では、腹部超音波による食道壁厚の測定により、食道静脈瘤のリスク予測がほぼ１００%可能であることが示されました。
十分な医療資源のないところでは、経済的で有用な方法です。
　今後、医学分野でこの技術を積極的に応用するための人材育成と環境が必要と思います。

　新時代の知識発見法　―　データマイニング

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 医療情報学分野　森口　博基　

データマイニング事例（決定木分析）
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　平成２５年度より徳島大学大学院口腔科学教育部では、愛知県にある独立行政法人国立長寿医療研究センター（長寿研）と
の間で連携大学院を発足させた。長寿研からは３名の卓越した研究者の方々を客員教授として長寿歯科医療学分野にお迎え
し、先進的高齢者歯科医療や高度先端技術を駆使した再生医学等の研究・教育においてご指導頂けることになった。この連
携大学院の開設を記念して、平成２５年９月２５日に長井記念
ホールにおいてキックオフ・ミーティングが開催された。
　まず、特別講演として、口腔科学教育部からは、口腔分
子生理学の吉村 弘教授が「認識と行動の脳科学と認知症」、
次いで、長寿研の３名の先生方からは、順に角 保徳先生に
は「高齢者歯科の現況と今後の課題」、中島 美砂子先生に
は「歯延命化による健康長寿を目指した歯髄再生治療の実
用化に向けて」、新飯田 俊平先生には「高齢者医療研究へ
のバイオハバンク活用をめざして－NCGGのとりくみ－」
という演題でご講演を賜った。吉村教授は、外界事象の認
知から運動発現に至る高次脳機能及びその機能を科学的
に評価・測定する方法について言及され、咀嚼運動が広範
囲に脳を賦活化することに繋がることを説明された。角
先生は、高齢化の進展、疾病構造の変化、医療技術の進歩
を踏まえ、口腔管理の重要性を訴えられ、高齢者の自立支
援を目指したQOLの向上が重要であることを解説された。
中島先生は、歯延命化による健康長寿の実現を目指して、
先進的医療として現在極めてホットな領域の１つである
歯髄細胞を用いた再生治療の実現に向けた研究成果につ
いて報告された。新飯田先生は、現在、医薬品開発におい
て多いに期待されているバイオバンクについて、６つのナ
ショナルセンターが進めているバイオバンクネットワー
クプロジェクトの今後の展開について解説があった。い
ずれの演者の方も熱のこもったご講演で、高齢化社会を迎
えて医療の形・姿が変容していくのを理解するのにふさわ
しい内容であった。
　最後に、基調講演として、大島伸一国立長寿医療研究セ
ンター理事長・総長には、「超高齢社会と歯科医療」とい
う演題で、超高齢化社会に向かった日本の人口構成のこれ
までの変貌と今後の想定から、医療に求められる社会的
ニーズと医療人が取り組むべき姿勢についてご講演を
賜った。会場は教職員のみならず、多くの学生の参加があ
り、講演会終了後には、演者の先生方の周りに学生たちが
輪を作って質問をしている姿が印象に残った。参加した
学生たちには、将来の医療現場のイメージに自分の姿を重
ねることができ、連携大学院での活躍の夢が持てたのでは
ないかと期待された。

　徳島大学大学院口腔科学教育部 − 独立行政法人国立長寿医療研究センター
　連携大学院開設記念キックオフ・ミーティング開催報告

　 　　　　　　　　　　　　　　　 徳島大学大学院口腔科学教育部　大学院教務委員長　野間　隆文　

図１　連携大学院開設記念キックオフ・ミーティング会場
（長井ホール玄関）

図２　特別講演後の総合討論の様子

図３　連携大学院開設記念キックオフ・ミーティング終了後の
関係者集合写真
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　平成２４年６月の我々の着任より一年半が経過しました。
ニコン光イメージングプラットフォームならびにin vivoイ
メージングプラットフォームの運用にあたっては多くの先
生による多大なご支援を賜っています事、この場をかりて
御礼申し上げます。１０台を超える最先端イメージング機器
群は大きなトラブルもなく運用できており、様々な支援策
の成果として稼働状況も約１.５倍に増えています。本稿で
は、ますますイメージング資源を活用していただくための
これまでの我々の取り組みとこれからの試みの一部を紹介
します。

　バイオイメージング研究部門のミッションは管理運営と
研究支援です。年間約２０００件の機器利用を円滑なものとす
べく、日々のメンテナンスからトラブル対応まで奔走して
います。機器利用のサポート体制を拡充するため、特に利
用の多いX線CTやIVIS、レーザー顕微鏡については定期
講習会を各年２回に増やして実施し、顕微鏡群につきまし
てはオンデマンド講習会（平成２５年には２５回実施）も行っ
ております。画像データを取得したい、取得データの定量
解析を行いたいといったご要望にも個別に対応を検討しま
すので、論文リバイスや学会発表に間に合わせたいといっ
た緊急時こそ、我々のノウハウを活用下さい。

　環境整備として、様々な追加支援も実施して参りまし
た。細胞培養室の整備や新たなデータ解析端末の導入によ
り、サンプルとUSBメモリを持参すれば、すぐにイメージ
ング実験ができるようになっています。また有用そうな染

色試薬を試してみたいが、試薬が高価なため躊躇している
という場合に備え、細胞内小器官のライブイメージング
や、アポトーシス・オートファジー・酸化還元状態などの
生理機能を手軽に観察するための試薬類一式を整備しつつ
あります。染色から観察、さらにはデータ解析までサポー
トできる体制を構築していますので、興味のある方はぜひ
ともご相談ください。

　平成２６年度には新たな支援として、実習形式でのイメー
ジング講習会を企画しています。具体的な内容については
近日中にお知らせいたしますが、顕微鏡画像の定量解析
コース、IVIS・CTを用いたマルチモダリティーデータ解析
コースを開催する予定です。これらは、機器利用経験者を
対象に、一歩進んだ内容となりますので、通常の機器利用
講習会の受講をすませ、対象機器の操作とデータについて
十分慣れ親しんでおいてください。

　イメージングを利用した研究立案や共同研究のご相談も
歓迎します。既にユニークな生命現象を世界で最も生き生
きと可視化すべくプローブ開発などの学内共同研究が複数
件進行中です。

　今後も動物資源研究部門ならびに先端医療研究部門との
連携の上様々な研究支援強化を図ってまいりますので、ご
要望などありましたらお気軽にお知らせください。

HP: http://www.tbis２０１３.net/

● 総合研究支援センターニュース  ●●●●●●●●●●●●●

バイオイメージング研究部門　堀　川　一　樹　　
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● 医療教育開発センターニュース  ●●●●●●●●●●●●●
～取組紹介～
●頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム
　「疾患ニュートリオームを基盤とした加齢による循環器
障害研究の国際ネットワーク構築」（平成２３～２５年度、申請
総額７６,６７０千円）が今年度で終了します。本プログラムに
て若手研究者７名が派遣され、研究活動を実施しました。
●黒部裕嗣（心臓血管外科学分野 助教）エール大学、オハイオ州立大学（米国）
●塩田あすか（臨床栄養学分野 特任助教）ミュンヘン工科大学（ドイツ）
●楠瀬賢也（徳島大学病院循環器内科 助教）クリーブランドクリニック（米国）
●堀ノ内裕也（徳島大学病院薬剤部/医学部研究員）NIEHS/NIH（米国）
●吉田守美子（生体情報内科学分野 助教）ボストン大学（米国）
●向井理恵（食品機能学分野 助教）レディング大学（英国）
●石澤有紀（薬理学分野 助教）ロチェスター大学（米国）
　研究者の帰国時には、研究活動の報告と意見交換を目的
としてリサーチカンファレンスが７回開催されました。
●組織横断型教育クラスターによる大学院教育支援
　平成２１年度より教育クラスターによる大学教育支援が継
続されています。
●クラスターコアセミナー：６クラスター合わせ３０回開催予定
●ミニリトリート

●スキルス・ラボを活用したトレーニングと評価プログラム
◆縫合実習
縫合シミュレーターを用い、基
本的臨床技能実習で習熟した縫
合法以外に、真皮縫合、手結び
（両手、片手結び）等、基本的
外科手技の習得を目的としたタ
スクトレーニング。
◆胃管挿入実習
シミュレータを用いた胃管挿入
実習。解剖の理解をふまえ、患
者に対する声掛けを含めた手技
の習得を目的とする。希望者に
は実際に胃管挿入体験をする場
合もある。
◆エネルギーデバイス実習
実際の手術で使用するエネル
ギーデバイスの原理、適正な使
用方法を学ぶ。電気メス、超
音 波 凝 固 切 開 装 置、Vessel 
sealing systemを用いてブタ凍
結臓器を切開し、それぞれの相
違点などを検討する。

◆基本的腹腔鏡手技トレーニング
腹腔鏡トレーニングボックスを
用いた「輪ゴム結紮」「ビーズ移
動」などの基本的タスクトレー
ニング。

◆Lap MentorⅡを用いた腹腔
鏡バーチャルトレーニング
腹腔鏡ボックストレーナーでの
基本的タスク練習後、より実戦
に近いバーチャルシミュレータ
を用いた手術体験を実施。
◆若手医師のための消化器外科
ハンズオンセミナー
ブタ凍結臓器を用い実際の手術
を意識した手術手技トレーニン
グ。研修医、若手医師、技術認
定医取得希望者、クリニカルク
ラークシップ学生を対象に、月
１回開催。

●第７回チーム医療入門～蔵本地区１年生合同WS～
 　　　　　　 「チーム医療を行うために必要な能力とは？」
日時：平成２５年９月３０日㈪ 　１３：００－１７：００
場所：大塚講堂大ホール  他
参加人数：４２３名（全１年生の９３％）
講師：安井清孝先生（福島県
立医科大学災害医療総合セン
ター）
　医療人を目指す学生が相互
理解を深め、将来ともに円滑
なチーム医療を行える基盤形成を目的として、蔵本地区の
１年生全員を対象として毎年行われています。
●第５回医療教育講演会
　「東日本大震災から２年半、地域・生活の復興とは」
日時：平成２５年１１月６日㈬　１８：００－１９：３０
場所：大塚講堂大ホール
参加人数：３７１名
講師：熊坂義裕教授
　　　（盛岡大学栄養科学部）
　宮古市に住み、医師、教員、
前市長として様々な立場から
復興を支援してこられた熊坂
先生をお招きし、復興に向けた課題をお話いただきまし
た。
●【HBS研究部FD】第３回 How to 医療コミュニケーショ
ン教育～医歯薬学教育アウトカムに応じた模擬患者育成～
日時：平成２５年１１月１６日㈯　９：００－１２：００
場所：青藍会館大会議室
参加人数：３３名
講師：藤崎和彦教授
 　 （岐阜大学 医学教育開発研究センター）
　徳島大学における医療コ
ミュニケーションのレベル
アップを目指して、その先駆
者である藤崎先生をお招きしました。各学科のニーズに応
じた模擬患者の演技ポイントとファシリテートの方法につ
いて学びました。
★医療教育開発センターHP　http://www.hbs-edu.jp/index.html

ミニリトリート参加人数（人）日時クラスター 計講師教員学部生院生
４３１１７１１１４H２５.１０.３１-１１.１感染・免疫
５４２１４６３２H２５.１２.１８ストレスと栄養
２８２１１４１１H２６.１.１０-１.１１心・血管
２１１８０１２H２６.１.３１-２.１骨とCa
１５１８２４H２６.１.３１-２.１肥満・糖尿病
３１１１３３１４H２６.２.１-２.２脳科学
１９２８７１２６８７合計
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● 研究部ホットニュース 　 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

　皆様の温かいご支援とご協力をいただき全学的に取組ん
で参りました「徳島大学ＡＷＡ（ＯＵＲ）サポートシステ
ム」事業（文部科学省科学技術振興調整費・科学技術人材
育成費補助金・女性研究者研究活動支援事業、平成２２～２４
年度）が無事終了いたしました。お蔭様で、女性研究者比
率２０％以上、研究業績の向上等、所期の目標をすべて達成
することができ、平成２５年度事後評価で「総合評価Ａ」を
いただきました。学長のリーダーシップの下、機関全体の
意識改革が進むとともに、特に子育て世代の３０歳代の女性
研究者のニーズを踏まえた取組を実施し、環境整備及び研
究力の大幅な向上を実現したことが評価されました。
　事業終了後もＡＷＡサポートセンターが実施母体となり
本学職員のライフイベントを支える取組を継続実施し、女
性も輝く多様性社会の実現を目指して参ります。
　以下に、平成２５年度の活動報告をさせていただきます。

ワークライフバランスの実現に向けた取組

　ＡＷＡサポートシステム研究支援制度により、今年度も
子育て中の研究者（女性１１名、男性１名）に研究支援員を
配置しました。被支援研究者の方々には、ワークライフバ
ランスを実現しつつ研究成果の向上を図っていただけるも
のと期待しております。また、総合科学部のご協力の下、
８月には常三島キャンパス子育て支援室（仮設）を開設し
ました。平成２６年度春には、新設の総合科学部地域連携プ
ラザ１階に子育て支援室がオープンする予定です。募集し
ました愛称は、皆様の投票の結果「あわさぽキッズルーム」
と決まりました。さらに、予てより要望の高かった常三島
キャンパス内の女性職員休憩室についても検討を進め、平
成２６年度に工学部内に設置される運びとなりました。蔵本
キャンパス内の女性職員休憩室Rococoの利用者は毎月２５０
人を超えるようになり、職場環境の改善に役立っていま
す。常三島キャンパスにおいても施設の利用促進を図り、
効果的な運営を行いたいと考えています。
　あゆみ保育園や地域学童保育施設のご協力を得て、本学
（２０名）、徳島文理大学（１１名）及び県立看護学校（２３名）
の学生・教員及び一般人（１名）を対象に、ＡＷＡベビー
シッター養成講座（講義･演習１日と実習３日）を開催しま

した。また、民間の保育機関と法人契約を結んで１０月から
「あわさぽマミールーム制度」の運用が始まっています。
学内で開催される学会や勉強会等において、無料の託児
サービスが受けられますので、是非ご利用ください。

女性研究者プロジェクト（准教授及び講師）の募集

　本学には女性の教授、准教授、講師が少なく、若手女性
研究者がキャリアアップをイメージしにくい状況にありま
す。そこで十分な業績のある女性研究者を上位職に登用
し、女性研究者の活躍と本学の研究発展を促進することを
目的に、女性研究者プロジェクトクトを実施しました。各
学部長推薦（１次審査）により准教授に４名、講師に６名
の応募があり、徳島大学男女共同参画推進室会議における
厳正な２次審査の結果、准教授と講師各１名の女性研究者
が選考されました。若手女性研究者の良いロールモデルと
なって、大いにご活躍くださると期待しています。

シンポジウム開催と地域連携活動の開始

　徳島大学が拠点となってＡＷＡ（ＯＵＲ）サポートシス
テムを地域の教育機関、行政や企業等と連携して普及させ
る目的で、１２月１６日に女性研究者交流会（参加者５５名）を、
２月３日に第１回の連絡協議会（８機関１９名参加）を開き
ました。また同日に、徳島大学ＡＷＡ（ＯＵＲ）サポート
システムシンポジウム２０１３『正の連鎖へ！女性の輝く多様
性社会』を開催しました（参加者１８０名）。文部科学省より
和田勝行人材政策推進室長をお迎えし、国立女性教育会館
内海房子理事長から「男女共同参画社会の実現を目指して」
と題して基調講演をいただきました。その後、「女性リー
ダーを育み支える社会づくりを考える」をテーマに、井上
美智子奈良先端科学技術大学院大学教授、阪間稔本学教
授、高井美穂元文部科学副大臣、手塚俊明徳島県男女参画・
人権課長、鳥取桂大塚製薬㈱常務執行役員の５人のパネ
ラーによる活発な討論が行われ、好評を得ました。
　今後も本学における男女共同参画の充実を目指して、
様々な活動を展開して参りますので、益々のご協力とご支
援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　正の連鎖へ！女性も輝く多様性社会の実現を目指して
　　　　　－徳島大学ＡＷＡ（ＯＵＲ）サポートシステム－

徳島大学AWAサポートセンター長　山　内　あい子　　

ＡＷＡ（ＯＵＲ）サポートシステムシンポジウム２０１３県内企業・行政・地域・大学の女性研究者交流会
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　徳島大学名誉教授、元徳島文理大学学長、元徳島大学酵素科学研究センター長、医学部長、勝沼信彦先生は、２０１３年１１月
１０日に肺炎のため逝去されました。享年８７歳でした。
　我が国初の酵素学の研究所として１９６１年に設立された徳島大学医学部附属酵素研究施設の初代教授に抜擢され、徳島大学
「酵素研」の歴史を作ってこられた中心人物であります。「酵素学への発展に貢献」で、平成２年紫綬褒章、平成９年勲二等
瑞宝章が授与されました。先生の際立ったアイデアによる酵素学、代謝学の研究と豊かで魅力あるお人柄は、国内外の研究
者を勝沼研に引き寄せ、生化学界に「酵素学旋風」を引き起こしました。私も勝沼先生の魅力に吸引された一人で、その後
教室を引き継ぐことになりました。
　この機会に先生が辿られた研究の流れを紹介します。勝沼先生は、１９６２年にミトコンドリア内の新規Glutamic-
Oxaloacetic Transaminaseを発見され、各種アイソザイム代謝調節機構の解明、系統発生と癌化における役割解析で世界の
注目を集めました。その後、補酵素の解離に伴う立体構造変化が酵素蛋白の分解シグナルになっている事を発見されまし
た。１９７６年リソゾーム顆粒中に新規カテプシンB１（最終名称カテプシンL）を発見され、カテプシン群の性状解析や結晶構
造解析を成功させました。１９８１年、細胞内カテプシン阻害蛋白（シスタチン）を発見して生理機能を解明され、各種カテプ
シン群に特異的な人工合成阻害剤を開発して医学応用研究を展開されました。
　学問以外では、先生は剣道教士七段の剣豪で多くの弟子を育てられ、剣道の達人として尊敬されておられます。先生はお
酒を飲むと、「馬上討死をモットーとして生きている」とよく申されておられました。おそらく先生は天国でも研究者として
馬上で剣を振りながら夢に向かって走っておられることと思います。勝沼先生、さようなら。長い間本当にありがとうござ
いました。

　徳島大学名誉教授・若野洋一先生が平成２５年１１月１７日にご逝去されました（享年８４歳）。若野先生は、昭和５３年に新設され
た徳島大学歯学部歯科保存学第二講座の主任教授として大阪大学から赴任され、以来１７年間にわたって創設期の歯学部を先
導されました。昭和５９年から２年間および平成元年から２年間、歯学部附属病院長および歯学部長をそれぞれ務められ、本
学歯学部の礎を築いた功労者の一人であります。
　若野先生の専門は、歯周病に関する「歯学」ですが、ご本人が「歯学」以上に興味を示されたのは「史学」でありました。
阪大同窓会報に、「自分の第１希望は文学部の日本史とりわけ考古学で、宮内庁書陵部に就職するのが夢だった。しかし色々
事情があり、親孝行のつもりで医学を目指した」と書かれています。思い出すのは、教室の宴会などで邪馬台国の話が出る
と、若野先生の表情が俄然引き締まり、師と仰ぐ古田武彦先生の「九州王朝と大和王朝」に関して理路整然と語られたこと、
まさに白髪の考古学者の様相でありました。
　若野先生は海軍経理学校出身ということで厳格な方かと思いきや、実際は人にとても優しく、品位を重んじ、寛容性豊か
な人格者でした。若野先生の顔写真からその柔和な人格は今も伝わってきます。研究に関しては、和歌山県立医科大学、広
島原爆研究所、大阪大学において歯肉毛細血管の動態に関する研究、徳島大学では、骨代謝や歯肉増殖症のメカニズムなど
細胞生物学研究のグローバルな展開へと導いて下さいました。現在、私は当教室の２代目教授として日々切磋琢磨しており
ますが、今こそ若野先生の「史学」を通じた生き方や癒しの学問が必要であると痛感しております。改めてご冥福をお祈り
します。（写真は１９９１年撮影）

　追　悼

勝沼信彦名誉教授を偲ぶ

疾患酵素学研究センター　特任教授　木戸　　博　　

若野洋一名誉教授を偲ぶ

歯周歯内治療学分野　教授　永田　俊彦　　
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　平成２５年１２月１８日（水）、エルボ（蔵本キャンパス・青藍会館２
階）にて、大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（HBS）、疾患酵
素学研究センター、疾患プロテオゲノム研究センター主催による交
流会：「国際交流の夕べ」を開催しました。
　この日は、朝からあいにくの雨でとても寒い一日でしたが、夕刻
６時から始まった交流会には、蔵本地区留学生とその家族、日本人
学生、教職員合わせて１３ヵ国約９０人が参加し、楽しいひと時を過ご
しました。
　この交流会は、母国を遠く離れて徳島で暮らす留学生の皆さん
に、留学生同志、また日本人学生や教職員とも大いに交流し、楽し
い思い出を母国に持ち帰っていただきたいとの思いで、２００５年以来
毎年１２月に開催しており、今回は記念すべき１０回目の開催でした
（２００５年は６月と１２月に開催）。
　交流会は、スペインからの留学生、アグスティン・マルティン・
モラレスさんとペルーからの留学生、オリフエラ・カンポス・リ
タ・クリスティーナさんが司会を務め、苛原稔HBS研究部長／医学
部長による開会のご挨拶と乾杯のご発声で始まりました。エルボ
のシェフが心を込めて用意してくださったたくさんの料理を堪能
し交流の輪が広がる中、モンゴルからの留学生、マンダハナラン・
ダワドルジさん（疾患プロテオゲノム研究センター・生命システム
形成分野）が、スライドを使って「モンゴル紹介」をしました。引
き続き、日本人参加者による日本文化紹介の時間となり、大西律子
さん（栄養生命科学教育部分子栄養学分野＝当時）が書道を、長尾
紀子さん（大学病院栄養部栄養士）が生け花を、福本和代さん（歯
学部総務係）が、留学生のヴィディヤスリ・プラナニングラムさん
をモデルに着物の着付けを披露しました。中には、徳島に来たばか
りで初めて日本文化に触れる留学生もいて、それぞれのパフォーマ
ンスに大きな歓声を上げながら盛んに写真を撮るとともに、盛大な
拍手を送っていました。最後に、カルビ・ブカサ先生（医学部教育
支援センター）が閉会のご挨拶と万歳三唱の音頭を取り、全員で唱
和して交流会の幕を閉じました。
　留学生の皆さんには、徳島大学でのそれぞれの研究成果ととも
に、「国際交流の夕べ」で出会った多くの友人との思い出と笑顔を母
国に持ち帰っていただきたいと思います。
　末筆になりましたが、苛原HBS研究部長／医学部長、HBS研究
部、疾患酵素学研究センター、疾患プロテオゲノム研究センター、
医歯薬事務部学務課の皆様、ボランティアで当日の準備を手伝って
くださった竹村志穂さん（保健学科看護学専攻４年生＝当時）、そし
てお忙しい中、また寒い中参加してくださったすべての皆様に対
し、ご高配とご協力をいただきましたことについて、この紙面をお
借りして心よりお礼申し上げます。

「国際交流の夕べ」を開催して
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国際課蔵本分室　国際コーディネーター　村澤　普恵　　

モンゴルの紹介をするダワドルジさん

書道を披露する大西さん（中央）

生け花を披露する長尾さん（右）と
留学生のブラジエル・アネタ・マグダレナさん

着物の着付けを披露する福本さん（右）と
留学生モデルのプラナニングラムさん

参加者による記念写真
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 　　　　 感覚運動系病態医学講座 　　　　 
 　　 　運動機能外科学分野　教授　
 　　　　　　　 　西良　浩一　
　平成２５年１１月１日付で、運動機能
外科学分野を担当させていただく
ことになりました。昭和６３年徳島
大学卒業後、徳島大学大学院に進み

ました。大学院では、骨格筋の機能を運動生理学的に検

討しました。平成７年アイオワ大学への留学を機に、臨
床面では脊椎・脊髄外科を専門としました。また、アイ
オワ大学にて運動機能評価の原点である生体力学を学び
ました。平成１５年から２年間トレド大学に留学し、分子
生物学的評価で運動器疾患の病態解明に努めました。現
在、運動生理学、生体力学、分子生物学的手法をメイン
とし、様々な運動器疾患の病因・病態解明、さらに新規
治療法の確立を目指しております。今後とも、ご指導・
御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

 　　　　　　　　 寄附講座 　　　　　　　　 

  　地域総合医療学分野　特任教授　
 　　　 　 　　　 岡久　稔也　
　平成２５年１２月１日付けで地域総
合医療学分野の特任教授に就任い
たしました。私は昭和６２年徳島大
学卒業後、徳島大学第二内科に入局

し、消化器内科医として診療、研究に携わって参りまし

た。また、米国ベイラー医科大学留学中の経験を活か
し、医工連携、産学連携によるLEDの医療応用を含めた
アフェレシスシステムや医療システムの研究開発を行っ
ております。本分野は、愛媛県の四国中央病院の診療支
援を行いつつ、総合医療学及び地域医療学に関する研究
並びに医学生や医師等の教育を行い、患者さんや家族の
立場に立った質の高い医療を提供することのできる活気
溢れる明るい人材の育成に寄与することを目的としてい
ます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

●●●●●●●●●●●　新任教授ご挨拶　●●●●●●●●●●●

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　学会情報

●第４３回日本口腔外科学会中国四国支部学術集会
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会長：東　雅之
　開催日：平成２６年４月２６日（土）
　会　場：徳島大学長井記念ホール
　問合先：口腔内科学分野
　　　　　TEL：０８８－６３３－７３５２   FAX：０８８－６３３－７３８８　
●第３２回日本脳腫瘍病理学会
 　　　　　　　　　 会長：廣瀬隆則　　副会長：永廣信治
　開催日：平成２６年５月２３日（金）～２４日（土）
　会　場：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
　問合先：脳神経外科学分野
　　　　　TEL：０８８－６３３－７１４９　FAX：０８８－６３３－９４６４　
●日本睡眠学会第３９回定期学術集会 　　 会長：勢井宏義
　開催日：平成２６年７月３日（木）～４日（金）
　　　　　市民公開講座 ７月５日（土）
　会　場：あわぎんホール及びホテルクレメント徳島
　　　　　市民公開講座（徳島大学大塚講堂　他）　
　問合先：統合生理学分野
　　　　　TEL：０８８－６３３－７０５７   FAX：０８８－６３３－９２５１

■退職教授一覧

●医学系

　石村　和敬　教授（顕微解剖学分野） 　　 H２６.３.３１定年退職

　泉　　啓介　教授（環境病理学分野） 　　 H２６.３.３１定年退職

　松本　俊夫　教授（生体情報内科学分野） 　 H２６.３.３１定年退職

　中西　秀樹　教授（形成外科学分野） 　　 H２６.３.３１定年退職

　水口　和生　教授（臨床薬剤学分野） 　　 H２６.３.３１定年退職

　武田　英二　教授（臨床栄養学分野） 　　 H２６.３.３１定年退職

　多田　敏子　教授（地域看護学分野） 　　　　 H２６.３.３１退職

●薬学系

　德村　　彰　教授（衛生薬学分野） 　　　 H２６.３.３１定年退職

　福井　裕行　教授（分子情報薬理学分野） 　 H２６.３.３１定年退職

 　　　　　 薬物情報解析学講座 　　　　　 
 　　 　薬物動態制御学分野　教授　
 　　　　　　　 　石田　竜弘　
　平成２６年３月１日付けで、薬物動
態制御学分野教授に就任いたしまし
た石田竜弘と申します。私は平成元
年に徳島大学薬学部薬学科に入学

し、平成１０年３月に博士後期課程を修了するまで薬剤学
研究室（現薬物動態制御学分野）においてDDSの開発に

関する研究を行いました。その後、カナダ・アルバータ
州立大学での２年間の留学を経て、平成１２年に講師とし
て母校である徳島大学に着任して以来、引き続き薬物の
体内動態制御に基づく臨床応用可能なDDSの開発を目
指し、研究を推進して参りました。今後も産学連携を推
進し、徳島大学発の新規製剤、新規治療法の開発に邁進
し、より良い医療の提供に貢献できればと考えておりま
す。引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。
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　たとえ自分の論文であっても写真の使い回しがだめなこと

は誰もが知っていることである。たくさん似たような論文を

書く場合に同じ写真を使ってしまうことが起こりうるかもし

れないが、許されることではない。研究者の喜びの一つは自

分が書いた論文が後に評価されることであるが、手抜きをし

た論文が評価されることはない。地味でも確かな論文を書き

たいものである。

（泉　啓介）

　学会賞等受賞者紹介

第２４回日本消化器癌発生学
会総会優秀演題賞
松本　規子　消化器・移植外科学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年９月５日－６日
受賞内容：
　LED光照射による大
腸癌細胞制御に関する
検討

第１１７回日本眼科学会総会
学術展示優秀賞
江川麻理子　眼科学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年４月２６日
受賞内容：
　原発性眼内悪性リン
パ腫の臨床像の検討

第７２回日本矯正歯科学会大会
学術大会優秀発表賞
黒田　晋吾　口腔顎顔面矯正学分野・准教授

受賞年月日：
　２０１３年１０月９日
受賞内容：
　歯科矯正用アンカー
スクリューを間接的な
固定源に用いた新しい
下顎前歯圧下法の提案

２０１２年度
日本歯周病学会　会誌賞
美原　智恵　歯周歯内治療学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年９月２２日
受賞内容：
　ラット実験的歯周炎
におけるオステオプロ
テジェリンの局所投与
による歯槽骨吸収抑制
効果

第１８回日本病態プロテアーゼ学会学術集会
Young Investigator's Award of JSPP ２０１３
安倍　知紀　生体栄養学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年８月１７日
受賞内容：
　ユビキチンリガーゼ
Cbl-bと脂肪組織浸潤マ
クロファージの活性化

第７２回日本矯正歯科学会大会
学術大会優秀発表賞
井上　雅秀　口腔顎顔面矯正学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１０月９日
受賞内容：
　歯科矯正用アンカー
スクリューの直径、埋
入角度および荷重方向
の違いが周囲骨組織内
応力分布へ及ぼす影響

第７２回日本矯正歯科学会大会
学術大会優秀発表賞
前田　有一　口腔顎顔面矯正学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１０月９日
受賞内容：
　上顎洞への歯の移動
は安全か－マウス実験
的歯の移動モデルを用
いた検討－

第５６回日本歯周病学会
優秀臨床ポスター賞
二宮　雅美　歯周歯内治療学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年９月２２日
受賞内容：
　姉妹に認められた広
汎型侵襲性歯周炎に対
して包括的歯周治療を
行った症例

第５８回（公社）日本口腔外科学会総
会・学術大会　優秀ポスター発表賞
栗林　伸行　口腔外科学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年１０月１３日
受賞内容：
　CXCR４システムを
介した口腔癌のリンパ
節転移におけるmGluR
５のリンパ管新生への
関与

Poster Award ３rd Prize：４th Modern 
Solid Phase Peptide Synthesis & Its 
Application Symposium, Kobe, Japan

粟飯原圭佑　機能分子合成薬学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１１月４日
受賞内容：
　Olefin metathesis 
approach utilizing 
AJIPHASE(R) for 
the synthesis of 
lactam bridged 
peptides

第７２回日本矯正歯科学会大会
学術大会優秀発表賞
Silvia Naomi Mitsui　口腔顎顔面矯正学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１０月９日
受賞内容：
　Long-term stability of 
conservative orthodontic 
treatment in a patient 
with temporomandibular 
joint disorder

受賞年月日：
　２０１３年１１月７日
受賞内容：
　末梢神経興奮性検査
の研究

日本臨床神経生理学会奨励賞

野寺　裕之　臨床神経科学分野・講師

ポスター賞：４th Asia-Pacific International
Peptide Symposium and ５０th Japanese 
Peptide Symposium, Osaka, Japan

粟飯原圭佑　機能分子合成薬学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１１月８日
受賞内容：
　New Approach for 
Synthesis of Lactam 
Bridged Peptides 
Using Olefin 
Metathesis on 
AJIPHASE®

Out standing Oral Presentation Award
in ２０１３； The ４０th International
Symposium on Nucleic Acids Chemistry

田良島典子　生物有機化学分野・大学院生
受賞年月日：
　２０１３年１１月１４日
受賞内容：
　Enzymatic 
incorporation of 
unnatural 
ImNN:NaOO base 
pair consisting of 
four hydrogen bonds

第４６回日本栄養・食糧学会中
国・四国支部大会　学生奨励賞
安倍　知紀　生体栄養学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１１月１７日
受賞内容：
　肥満による慢性炎症
におけるユビキチンリ
ガーゼCbl-bの役割

日本消化器病学会四国支部
研修医奨励賞
岡崎　　潤　消化器内科学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１１月２３日
受賞内容：
　癌性腹膜炎に特発性
細菌性腹膜炎を併発し
たG-CSF産生肝癌の１
剖検例

第８回学術奨励賞（日本消
化器内視鏡学会四国支部）
岡本　耕一　消化器内科学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年１１月２３日
受賞内容：
　Endoscopic submucosal 
dissection for large colorectal 
tumors using a cross-counter 
technique and a novel large-
diameter ballon overtube.

日本放射線安全管理学会
研究奨励賞
林　　裕晃　医用理工学分野・助教

受賞年月日：
　２０１３年１１月２９日
受賞内容：
　X線漏洩源の特定の
ための円環状コリメー
タカメラの開発

ポスター賞：１７th KPPS Annual 
Symposium, Seoul, Korea
津田　雄介　機能分子合成薬学分野・大学院生

受賞年月日：
　２０１３年１１月２９日
受賞内容：
　Development of chemical 
protocol for preparation of 
peptide/protein thioesters 
applicable to naturally 
occurring sequences


